
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日も訪問へ行く！ 

～訪問の途中、青空の下、悠々と泳いでいました～ 

端午の節句は、古来より中国で行われていた伝統行事です。 
 
奈良時代に日本へ伝わり、江戸時代に男の子の健やかな成長
と幸せを祈る行事として、武家を中心に広まりました。 

♪やねよりたかいこいのぼ～り 

大きいまごいは～お父さん～♪ 

♪小さいひごいは～子供た～ち～ 

おもしろそうに泳いでる～♪ 

対して「 こどもの日」は、1948 年に制定された「 国民の休日」です。 

訪問看護ステーション野の花 所長：丸山節子 

 

それまで男の子のための日であった端午の節句の５月５日を、女の子を
含めたすべてのこどもの日にしようという声が多かったため、この日を
 こどもの日」に制定されました。 
こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとともに、母に感謝する
ことが祝日の趣旨とされています。 
 
世界には様々な国にこどもの日がありますが、５月５日に制定されて 
いるのは韓国と日本だけだそうです。 
 


